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  本研究では，学習意欲が低い大学生の自律的学習態

度向上を主な研究課題とし，「講義型授業」における「事

前学習（予習活動）」，「授業における事前活動の活用」お

よび「事後学習」が学習方略遂行や授業理解に及ぼすプ

ロセスとメカニズムを解明する。 

 主な課題は，①学習方略遂行や授業理解に効果的な

「事前学習」，「事前学習を活用した授業方法」および授業

内容理解の深化を促す「事後学習」の方法について，学

習者の個人差要因（大学授業観・学習意欲）から明らか

にすること，②特に学習意欲が低い学生において，①の

効果を量的・質的データにより検証，「事前学習・事前学

習を活かした授業方法・事後学習の授業プロセスモデル」

を構築し，大学教育の実践的示唆を得ることである。 
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